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腹日時・期間　複場所　覆対象　淵内容　弗持ち物　払定員　沸費用　仏申し込み　物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス
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案
内
案
内

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　

平
成
28
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
２
月
29
日
㈪
か
ら
３
月
18
日
㈮
ま
で
開

会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　

３
月
14
日
㈪
・
16
日
㈬
・

17
日
㈭

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

払
各
日
42
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
八
潮
市
消
防
委
員
会
の
傍
聴

※
物
の
（　

）
内
に
書
か
れ
て
い
る
課
名

は
、
４
月
１
日
以
降
の
担
当
課
で
す
。
４

月
１
日
以
降
は
（　

）
内
の
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

腹
３
月
22
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜

複
八
潮
市
消
防
本
部
会
議
室
Ｂ

淵
平
成
27
年
火
災
・
救
急
概
要
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
消
防
本
部
総
務
課
☎
996･

０
１
１
９

●
八
潮
市
自
立
支
援
協
議
会
の
傍
聴

腹
３
月
22
日
㈫　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・
八
潮
市

障
が
い
福
祉
計
画
に
お
け
る
平
成
26
年
度

お
よ
び
平
成
27
年
度
実
績
に
つ
い
て
な
ど

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
障
が
い
福
祉
課
☎
焚
４
５
３

●
第
３
回
八
潮
市
社
会
教
育
審
議
会
の
傍

聴腹
３
月
23
日
㈬　

午
後
２
時
〜
４
時
（
受

付
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
）

複
教
育
委
員
会
会
議
室
（
市
役
所
別
館
）

淵
平
成
28
年
度
社
会
教
育
事
業
計
画
案
に

つ
い
て
な
ど

払
10
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

●
第
２
回
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
の
傍
聴

腹
３
月
25
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

淵
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
平
成
27
年
度
事

業
評
価
な
ど

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
３
１
６

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
休
館

　

や
し
お
ふ
れ
あ
い
親
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

腹
３
月
21
日
㈪

物
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
996･

５
１

２
６公

益
信
託
高た

か

橋は
し

保や
す

蔵ぞ
う

八
潮
市

交
通
遺
児
奨
学
基
金

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
市
内
に

居
住
す
る
方
の
子
ど
も
で
両
親
ま
た
は
父

母
の
一
方
が
交
通
事
故
を
起
因
と
し
て
死

亡
し
、
残
さ
れ
た
遺
児
▼
学
校
（
幼
稚
園

を
除
く
）
ま
た
は
専
修
学
校
の
高
等
課
程
、

若
し
く
は
専
門
課
程
に
在
学
す
る
方

奨
学
金　

月
額
７
０
０
０
円
〜
３
万
円
※

返
還
義
務
な
し

仏
三
井
住
友
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
受
託
業

務
部
公
益
信
託
グ
ル
ー
プ
（
公
益
信
託
高

橋
保
蔵
八
潮
市
交
通
遺
児
奨
学
基
金
受
託

者
☎
03･

５
２
３
２･

８
９
１
０
）
へ

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
６
１

日
曜
日
に
住
民
異
動
届
を
受
付

　

３
月
・
４
月
の
日
曜
日
に
、
市
民
課
お

よ
び
駅
前
出
張
所
で
、
住
民
異
動
届
な
ど

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

腹
３
月
20
日
〜
４
月
３
日（
毎
週
日
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）
※
駅
前
出
張
所
も

午
後
５
時
15
分
に
閉
庁

淵
各
種
証
明
書
の
交
付
、住
民
異
動
届（
転

入
・
転
出
な
ど
）、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
の

届
け
出

※
届
け
出
内
容
に
よ
り
、
他
市
へ
の
照
会

や
市
民
課
以
外
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
に
は
、
後
日
来
庁
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
駅
前
出
張
所
で
は
、
税
に
関
す

る
証
明
、
収
納
業
務
な
ど
の
市
民
課
以
外

の
業
務
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

物
市
民
課
☎
焚
２
１
０

八
潮
市
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
を
施
行

　

八
潮
市
は
、
人
口
１
万
人
あ
た
り
の
自

転
車
に
よ
る
交
通
事
故
死
傷
者
数
が
県
内

の
市
町
村
の
中
で
、
平
成
24
年
か
ら
３
年

連
続
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
自
転
車

が
関
係
す
る
交
通
事
故
の
防
止
、
そ
の
他

の
安
全
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

平
成
27
年
12
月
に
「
八
潮
市
自
転
車
の
安

全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し

ま
す
。

　

市
、
市
民
、
自
転
車
利
用
者
、
事
業
者

お
よ
び
関
係
団
体
の
責
務
並
び
に
保
護
者

等
、
自
動
車
運
転
者
お
よ
び
自
転
車
小
売

業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

交
通
安
全
教
室
の
実
施
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
、
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
な
ど
を
促

進
し
ま
す
。

物
交
通
防
災
課
（
交
通
防
犯
課
）
☎
焚
３

０
８

　市では、小・中学校、保育所などの給
食食材や市内で生産された農産物の放射
能濃度測定を行っています。

　測定結果の詳細については、市ホーム
ページをご覧になるか、各担当課へお問
い合わせください。
物学校給食：学務課☎焚３６６
保育所、認定こども園および八潮学園、
八潮保育園：子育て支援課☎焚４８０
私立幼稚園給食：教育総務課☎焚３６１
市内農産物：農政課☎焚２９９
測定方法などについて：環境リサイクル
課☎焚３５２

放射能濃度測定結果を
お知らせします

1月4日～2月26日　結果判明分

➡結果　異常ありません

物社会教育課☎焚３６５ 物環境リサイクル課☎焚235

　地震と津波、それに伴う原発事故の影響により未曽有の大災
害となった東日本大震災から節目となる5年が経過します。そ
の間、政府、企業、NPO、ボランティアからの支援と努力に
より、インフラや経済の復旧がなされてきましたが、平成28年
1月現在、全国で約17万8,000人、県内では約5,100人もの方が住
み慣れた故郷を離れ、避難を余儀なくされています。震災など
による被害は、今もなお現実のものとして存在しているのです。
　そして、この5年の間にも我が国は、昨年9月の関東・東北豪
雨など多くの災害に見舞われました。災害においては、発生直
後には生命そのものが大きな危険にさらされ、続いて、避難所
での要配慮者や女性への配慮などが課題となります。また、東
日本大震災においては原発事故での風評被害、被災者に対する
ホテルでの宿泊拒否やいじめなどのように、デマや情報不足を
大きな原因とした重大な人権侵害が発生しました。
　災害と人権には密接な関係があり、災害時に人権を守るため
には、普段から一人ひとりが人と人とのつながりの重要性を認
識し、正しい知識と思いやりの心を持つことが大切です。
　節目となる今こそ、東日本大震災の復旧・復興は道半ばにあ
ることを認識し、これまでの5年間を振り返ることを通じて、
災害と人権について再認識する時ではないでしょうか。

災害と人権 ～震災から
　5年を迎えて～

人 権 そ れ は 愛

飼い主は年 1回『狂犬病予防注射』を受けさせましょう

狂犬病予防集合注射のお知らせ

　次のとおり「狂犬病予防注射」を実施します（雨天決行）。
　また、集合注射に来られない方は、動物病院で必ず予防注射を受けさせてください。
沸登録済みの犬…3,300円（注射料金2,750円、注射済票交付手数料550円）
新規登録の犬…6,300円（登録料として上記料金に別途3,000円）
※つり銭のないようにお願いします｡
※登録している犬が死亡した場合は、環境リサイクル課へお届けください。

【狂犬病ってどんな病気？】　人を含めたほ乳類に感染し発症したら治療法はありませ
ん。死亡率は、ほぼ100パーセントという恐ろしい病気です。
【狂犬病ってまだあるの？】　日本ではなじみのない病気ですが、世界のあらゆる地域
で発生し、毎年約5万人が亡くなっています。
【室内犬も受けなくちゃいけないの？】　室内犬も対象です。日本では、すべての犬が
年1回「狂犬病予防注射」を受けることが義務づけられています。
【どこで接種できるの？】　狂犬病予防集合注射の会場または動物
病院で接種できます。
【犬の登録はどこでできるの？】　狂犬病予防集合注射の会場また
は環境リサイクル課で登録できます。

時間
実施日 午前9時30分～11時30分 午後1時～3時

4月19日㈫ ◎高木公民館西側 リサイクルプラザ南側駐車場
4月20日㈬ 老人福祉センター寿楽荘駐車場 ◎垳　常然寺
4月21日㈭ ◎上大瀬公民館 ◎下大瀬公民館
4月22日㈮ ◎松之木公民館 ◎木曽根　氷川神社（上木曽根会館）
4月25日㈪ ◎浮塚　氷川神社 ◎大曽根中公民館
4月26日㈫ ◎中馬場公民館 資料館駐車場
4月27日㈬ 文化スポーツセンター駐車場 ゆまにて（勤労青少年ホーム）駐車場
4月28日㈭ 市役所庁舎西側駐車場

◎の注射会場には十分な駐車スペースがありません。車での来場はご遠慮ください。


